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小
倉

城
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区
城
内

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
〇
月
―

一
九
九
二
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
国
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
口
俊
治

・
川
上
秀
秋

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

北
九
州
市
お
よ
び
⑪
北
九
州
市
教
育
文
化
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
は

一

九
九
〇
年
よ
り
継
続
的
に
小
倉
城
跡
の
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
な

か
で
、
勝
山
公
園
地
下
駐
車
場

の
建
設
に
伴
っ
て
調
査
し
た
１

区
と
２
区
か
ら
九
点
の
木
簡
が

出
土
し
た
。

小
倉
城
の
築
城
に
関
し
て
最

も
古
く
信
憑
性
が
あ
る
記
録
は
、

９

をボ
像
神
社
置
札
に
み
ら
れ
る
、

　ヽ
永
禄

一
二
年

（
一
五
六
九
）、
中

刀ぐ

国
毛
利
氏
が
小
倉
の
津
に
平
城

を
築
い
た
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
時
築
か
れ
た
三
号
石
垣
を
検
出
し
た
。
ま
た
、

天
正

一
四

（
一
五
八
工◇

。
一
五
年
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
島
津
平
定
後
、
豊
前
国

企
救

。
田
川
二
郡
六
万
石
の
大
名
と
し
て
入
城
し
た
毛
利
勝
信

（秀
吉
の
家
臣

で
旧
名
を
森
吉
成
と
で
３

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
の
が

一
号

。
二
号

。
四
号
１
七

号
の
石
垣
で
あ
る
。
各
石
垣
の
裾
部
に
は
入
り
込
ん
だ
紫
川
の
水
が
寄
せ
て
い

た
と
思
わ
れ
、
木
簡
は
そ
の
泥
質
土
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
と
そ
の
年
代
は
①
い
が
１
区
三
号
石
垣
東
側
裾
部
、

①
⑪
が
２
区
中
世
三
号
石
垣
南
側
裾
部
腐
植
土
か
ら
出
土
し
、
年
代
は
永
禄

一

二
年
１
天
正

一
二
年
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
②
働
⑥
Ｏ
①
は
１
区
中
世
七

号
石
垣
東
側
裾
部
暗
青
灰
色
砂
礫
層
か
ら
出
上
し
、
天
正

一
二
年
か
ら
細
川
忠

興
が
小
倉
城
の
普
請
を
行
な
う
慶
長
七
年

（
三
ハ
〇
一
０
ま
で
の
年
代
が
考
え

ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
。
「
＜
枝
養

命
化
押
こ

。
「
＜
日
国
十
入

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ受
］睫
卜
露

②
　
。
「
＜
大
い
か
十
五
れ
ん
入
り
」

。
「
＜
寸
菩
右
工
門
尉
　
　
　
」
　
　
　
　
　
μ∞受
Ｎ雙
ぎ

ｏ出

①
　
。
「
＜
日
日
日
日

日
日
日
□
」

名
＜
日
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寓
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1995年出上の木簡

(4)い
は
下
部
が
少
し
欠
損
し
て
い
る
。
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
。
②
の
樹
種
は
ケ
ヤ
キ
。

①
は
表
面
と
裏
面
の
上
部
に
墨
書
ら
し
き
も
の
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な

い
。
村
種
不
明
。
い
は
裏
面
に
墨
書
は
み
ら
れ
な
い
。
樹
種
は
ス
ギ
。
０
は
裏

面
に
も
墨
書
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
樹
種
は
ス
ギ
。
０
は

上
部
が
少
し
欠
損
し
て
い
る
。
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
。
０
は
中
央
部
か
ら
二
つ
に
折

れ
、
上
部
の
一
部
と
下
部
の
縦
半
分
が
欠
損
す
る
。
樹
種
不
明
。
①
は
両
面
に

墨
書
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
樹
種
は
ス
ギ
。
⑪
は
表
の
周
縁
を
面

「
＜
手
嶋
孫
三
郎
書
き
そ
へ
」

「
＜
文
五
郎
右
工
門
日
□
五
郎
右
工
門
」

「
＜
口
日
日
日
日
――
日
日
日
日
日
日
――
――
日
口
」

「
＜
吉
田
平
大
夫
同
十‐
□
」

「
＜
吉
田
平
内
日
回

　

」

「
＜

一
か
り
屋
源
日
日
日
□
」

「
＜
国
大
か
ね
口
日
―十
日
□
」

萬
∞
益
粟
ω
畠
∞　
　
　
　
取
り
す
る
。
樹
種
は
ス
ギ
。
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」

「
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日

」
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伽
ミ
×
解
『
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ｏ
頓
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「住
吉
大
明
神
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜Ｐ『益
彙
８

常
牌

（谷
口
俊
治
）

▲
石
生
ロ
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
に
つ
い
て

本
会
で
は
こ
の
た
び
左
記
の
通
り
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
を
登
録
い

た
し
ま
し
た
。
本
会
事
務
局
へ
の
連
絡
、
木
簡
出
土
情
報
の
提
供
な
ど
に

ご
利
用
下
さ
い
。

日
ｏ
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